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静開地学第 46号 (1982)

閑人閑語一一地学こぼれ話(12)

ノト }I1 之 詩書

は、行政の基礎資料収集のため、自然調査研究会という名称のグループがつくられ、

市域および周辺の自然調査がすすめられている O をアタック中で、その

アウトラインが浮び、上がってきた段階にある O

折柄、静岡県地学会では仮称、遠足の地学グ出版のことがあって、その中に愛鷹火山

j[[ノレートの案内をのせることになったので、火山の概説をすることにした。

[1鉄橋を渡って東に進むと、左側の車窓からまず富士山の雄大な姿が見えて

に近付くにつれて、

し 火山砂 e

た山灰を特に口一ム と呼んでいる)、 きた他の火

し いるの ることができる O ま 山の火 によっ」、

くの岩脈や、 した髄火山

子し ることも きる O 山

っしいるの 、コースを

こと ;ァ よい。

し の ら

じ

られ、

らの火

こえ ま も も 2 

さ るG

い?る しているので、

い。しかし、 と

から ら きる G
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(愛鷹一関V: (珂日岬)

愛鷹ローム麿III: (主に古富士火山源)

{愛鷹ローム窟II: (主に新期箱根火山源)

1 2: (主に新期箱根火山源)

長窪熱繋堆積物:箱根火山噴出物

1 1: (主に新期箱根火山源)

黒岳溶岩流(側火山)

袴腰岳溶岩流

越前岳溶岩流

位牌岳溶岩流

桃沢川溶岩流

山溶岩流:
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少ない。この溶岩流は、上の く火 ら、約 1 出下流のエン堤附近ま し、

いたる いる O またこ

まっていて、 として?交にたっO

ほとんどガラス質と、

が沢山入ってい」、

和田川などの上流にも

次

て成層火山

流には、カンラ

える Q

下部溶岩流は、上@中@下の 3

大槻の滝の西側の

いる O

るO

、自

;土、

ると、灰

とし

て含まれている O 偏光顕微鏡で見るとカンラン石の結晶も

入っているので、合カンラン石普通輝石安山岩である n この

は、赤淵}I[の上流、下和田j[[ " 

出している O

次に中部溶岩流は

って大型の楯状火山
あかみ

ると、

大小の火山

われている O こ

の

いで、下流の南部沢橋の近くま

でア

o 叫

にも

の

@下に分けられる O

ると、カンラ

は、赤淵JI [ " 

とが重なり官つ

に引き続いて大識の滝の下流

いる O ま

まれる火山

岩流は、風化すると

る

る特徴がある O

火山角擦も混じっている O またこの溶

は山体の南斜面の愛鷹林道の西部@桃沢}I[

の下流@赤淵JI [の上流などにもある O

!日期の上部層は、中部溶岩流を覆う るO この堆積物の特徴は、流水

によって火山灰@火山穣が運搬されてできた二次的な堆積層で、層理がよく現われていること

と、堆積の途中で溶岩流を噴出する火山活動があったことである O この堆積物は、須津nrでは

中部溶岩流に引き続いて、下流の千新橋附近まで露出している O 地層の見かけは分布する地域

によって変化が激しし灘灰角諜岩状であったり(須津J11下流@柳沢の西@梅の木沢中流入
やすみぼ

した火山砂擦であったり(春山}I[下流 φ 柳沢下流@休場西万一帯の柳沢中流@桃沢下

流@大沢中流)している O ま 、、

ふるい分け もさまざまである O は、この堆積物中に『火山活
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動を示す柳沢溶岩流の普通輝石安山岩の、岩板溶岩か(柳沢@春山JlI中流@大沢中流)や凝灰岩

(柳沢下流@桃沢Jfl下流@梅の木沢中流)が挟まっている O

山では、この!日期の上部層が堆積する前@後(梯沢中流の愛鷹林道@下和田111中流@

岳の南側)にも、別の扇状地堆積物が堆積している O

新期火山活動は、 i自期火山活動が終った後しばらく休止してから始まった。噴火口は中央火

口の中心ではなく、連峰状に孤立した、カノレデラ火口壁の各峰の附近にあったため、それぞれ

の溶岩流が、各峰を中心に分布している O またこの溶岩流は、岩質の違いと溶岩流の重り方に

よって、上部と下部に分けられる O

い o

心に

も

と

挑沢1f[中流@

けれども、

山を中心に、

し〉

もある O

し〉

を中心に分布している O この溶岩流の下部

と指交し、

にも広く分布している O

との成揮で、主とし

している O

と、

ち伊

<-

、ヂ
」山

ユ

して

と同

し

つ」、

いる O

都沢

と



している O また一部に溶結凝灰岩が挟まっている O 岩質はいずれも粗面岩質安山岩であ

る。この溶岩流は中央火口から離れた越前岳寄りの地点かち噴出し、越前岳を中心に東方に

く分布している O 露頭は、須山大沢の左右岸の、各支流の上流部や位牌岳の東側などにある O

次に袴腰岳溶岩流は、黄土色ないし淡紅灰色の含角閃石粗面安山岩で、この溶岩の転石中に

は、黒曜石が多く混じっている O 溶岩流は須津JI!の支流の、赤岩沢の大岩艇から
ぱんぱTさいら

で、分布域は袴腰岳@馬場平で、柳沢の下流にも小露頭がある O

したもの

次に黒岳側火山(寄生火山)は、山体の北麓に孤立しているので、噴出時期を正確にきめに

くい。黒岳溶岩流は、愛鷹山北麓の側火山の、黒岳溶岩円頂兵の山体をつくる噴出物である O

この溶岩は、紫灰色の複輝石合カンラン石角関石粗面安山岩である O 溶岩の分布域は黒岳に限

られている上に、

噴出物である O

口一

口一ム闘の中@ に覆われていないことから、新らしい火山活動の

ローム層は、下部@中部@上部と現世腐植質火山灰層に分けられる O そのうち下部と中

部は主に新期箱根火山の噴出火山灰層で、上部は主に古富士火山噴出火山灰層、現世腐植質火

山灰層は主に新富士火山の噴出物である O また下部ローム層は愛鷹山溶岩流と指交し、長窪熱

を挟んでいる O

は、箱根火山の噴出物で、ごくわずかの溶岩流を伴う、黄灰色の火山灰@火

山砂@火山角操からなる熱雲恕堆積物で、国結していない。溶岩は普通輝石カンラン石安山岩

である O この噴出物は、愛鷹ローム下部麿に挟まれる O オレンジ、パミス(樺色軽石)

引続いて堆積した愛鷹ローム下部層に覆われている O 露頭は桃沢JI!下流左岸と梅の木沢下流に

あるだけである O

大岳山頂から南西に延びる 沿って、駿河トラフ(舟状海盆)の延長を暗示する断

の一つが走っている O この線上に 5笛所の噴気孔が並んでいる O いずれも小型で、火口

径は約 30m内外@深さ数m以内の円形である O その中の一つは、現在日℃内外の、湿った弱

を続けている O この噴気活動があったのは、安政の地震の時か、宝永の富士山側火山の

噴火の時で、ごく小規模のガス爆発であった。

岩 蹄

山の溶岩流は、千をはるかに越える多くの岩脈に貫かれている O その種類は多様で、火

山砂状岩脈@火山角擦状岩脈から一般の岩脈まで、単一@複合および岩床など、およそ岩脈で

見られないものはほとんどない。岩脈の規模も多様で、節理が発達している O そのうち、柱状

節理が最も多く、板状節理がこれに次ぎ、あとは板状十柱状節理@円筒状節理@網状節理(不

規則なヒピ割れ)などで、無節理のものはごく少ない。岩質も玄武岩類@安山岩類@粗面岩質
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と多様で、これによって貫入の持期や活動の特徴などを知る

ことができる。岩販の分布についてはまだはっきりしないが、

中央火口の中心から、半径 4km以内に貫入し、中心に近付

くに従って多くなっている O

警告

山には、中央火口を中心とした同心円状の断層や、放

射状の断層@富士火山体の地質構造に関係のある北西-南東

性の断層、それに駿河トラフ(舟状海盆)に関係する断層な

どが、数多く走っている O しかし、それらは未だ推定の範囲

を出ていないが、断層地形は数多く される O
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ヰ 岩艶(大沢交流)


